
九戸城(福岡城,宮野城)(国史跡,続百名城)(二戸市福岡城ノ内) 

 九戸城（くのへじょう）は、岩手県二戸市福岡城ノ内にあった日本の城である。後に盛岡へと移るまで

南部氏の居城となり福岡城と改められたが、九戸城と呼ぶのが普通である。別名「宮野城」。国の史跡に指

定されている。 

概要 

中世の平山城で、主に南部氏の一族である九戸氏が居城した。正確な年は不明である[2]が、九戸氏が九戸

城を築城し移ったのが、『系胤譜考』では 7代目光政のとき、『奥南落穂集』では 12代目信実の代という。

また、11代目（『奥南落穂集』の代数では 14代目）政実が二戸を加増されて移ったとされる説もある。 

「九戸政実の乱」以後、蒲生氏郷によって改修されて南部宗家の本城となった。 

西側を馬淵川、北側を白鳥川、東側を猫渕川により、三方を河川に囲まれた天然の要害で、城内は空堀に

よって、本丸、二の丸、三の丸、若狭館（わかさだて）、外館（とだて、石沢館とも）松の丸などの曲輪

群を形成し、本丸の一部には東北最古の石垣をもつ。東北地方では有数の規模であったが江戸初期に廃城

となった。 

城跡は、1935年（昭和 10年）6月 7日、国の史跡に指定され、現在は保存整備されている。ただし、三の

丸跡は大部分が市街地となっており、史跡指定対象外となっている。 

沿革 

詳細は「九戸政実の乱」を参照 

以前から城主・九戸政実は、南部一族内の石川（南部）信直と対立し抗争していたが、南部宗家相続争い

で九戸氏を差し置いて惣領を継承した南部信直に対し天正 19年（1591年）兵を挙げる。これは、南部信

直が豊臣秀吉から領地安堵をとりつけていたため豊臣政権への反乱とみなされた。 陸奥国では他にも大規

模な一揆など起きており、秀吉は豊臣秀次を総大将に浅野長政、蒲生氏郷や関東、奥羽の諸将を鎮圧軍と

して派遣する。鎮圧軍は一揆を平定しながら北進し、9月 2日約 6万の兵で九戸城を包囲、助命の約束で 9

月 4日に降伏開城させた。しかし約束は反故にされ政実はじめ主だった首謀者は処刑され、城内に居た者

は女、子供構わず撫で斬りにされて皆殺しされた。 

この乱は、秀吉による天下統一の総仕上げとされるが、天下の豊臣軍が攻め倦んだ末に謀略、反故、撫で

斬りといった史実は歴史書から抹消されたともいわれる。二ノ丸跡の発掘調査で、首を刎ねられて刀傷を

負った、女性を含む複数の人骨が発掘されている。この後、九戸氏の残党への警戒から、秀吉の命によっ

て居残った蒲生氏郷が九戸城と城下町を改修し、南部家の本城として南部信直に引き渡されて三戸城から

居を移し、九戸を福岡と改めた。しかし領民は九戸氏への思いから九戸城と呼び続けた。 

慶長 2年（1597年）の不来方（盛岡）築城によって南部氏の居城は盛岡城へ移されたが、城は寛永 13年

（1636年）の廃城、破却まであった。 

2017年（平成 29年）4月 6日、続日本 100名城（104番）に選定された。 

Wikipediaによる 

 

市の中心部にある九戸城跡は昭和１０年に国の指定を受けた史跡です。この城は九戸政実の４代前の光政

が築いたもので、豊臣秀吉天下統一の最後の合戦場となりました。城跡には、東北最古とみられる石垣遺

構が残っています。 

九戸城（福岡城）の特色・構造 

 九戸城には、東北地方の中世の城と近畿地方の近世の城の特色が見られます。地形を活かし曲線的な九

戸城の中に直線的に改修された福岡城の部分があります。 

 三方を川に囲まれた平山城で、約３４万ｍ２（指定地２１万ｍ２）、東京ドームの約１０倍です。 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B9%9D%E6%88%B8%E5%9F%8E#cite_note-2


 九戸城旧来の姿を止めるのは若狭舘・戸舘等で、本丸は改築された福岡城であることが解っています。

本丸は二ノ丸より一段高く土を盛って築かれており、この盛り土から焼けた生活用品や火縄銃の弾丸が出

土し、明らかに合戦後の整地です。堀沿いに土塁と石垣が巡り、土塁の高く広い部分は隅櫓跡です。東の

追手門は、門と木橋があったところで、南にも二ノ丸と地続きの小口があります。二ノ丸は、本丸の東と

南を囲む形で築かれ、周囲に土塁、南に大手門、北には搦手（からめて）門があります。本丸の西側下は

三ノ丸で今は市街地です。松ノ丸は、人工の堀で囲まれ、土塁の一部が残り、南東には武家屋敷の在府小

路に面して大手門があります。 

九戸城（福岡城）の歴史 

 政実の４代前の光正が明応年間（１４９２～１５０１年）に築城。その後九戸氏は着実に勢力を拡大し

ます。 

 天正８（１５８０）年三戸城主南部２４代晴政が死去。晩年まで嫡男が無く、一族の田子信直（たっこ

のぶなお）を後継者に指名。しかし、男子（２５代晴継＝はるつぐ）誕生後は信直を嫌い世継ぎを撤回。

晴政の死後、南部は跡目を巡り、信直指示派と晴継擁護の九戸一派とが対立。晴継も１３才で謎の死を遂

げ、混迷の中、信直が南部２６代目を継ぎます。 

 天正１８年、秀吉は小田原城攻略後、奥州仕置を開始。小田原不参陣の諸氏を追放しますが仕置軍が去

ると残党が蜂起し不穏な状況でした。 

 この機に乗じ政実は翌年３月に挙兵。信直は苦戦を強いられますが、９月１日には奥州再仕置軍が馬淵

川流域に到着。６万騎を敵に籠城軍は５千人。 

 しかし、苦戦と疲弊の上方軍は４日、九戸氏菩提寺の和尚を使者に、政実の武勲を称え、婦子女や下級

武士の助命を条件に和議を勧告、政実はこれを呑み開門しますが、これは謀略で、悉く撫で斬りにされ九

戸城はあえなく落城。政実らは、宮城県三迫で処刑、九戸神社と首洗いの池が残っています。 

 秀吉の国内統一は完了し、実名ともに配下の諸国大名となった信直に和賀・稗貫・志和の三郡を加封、

蒲生氏郷に命じ九戸城を豊臣流の城に改修し授けました。 

 信直はこの城を福岡城と改め南部の本拠地としました。その子利直が盛岡城に本拠を移す寛永１３（１

６３６）年に廃城となりました。 

現在市では公有化と発掘調査を進め、文化庁や整備委員会の指導の下で史跡公園化を進めています。 

二戸市商工観光流通課サイトによる 

 



 

 


